
リオ＋２０に関するご報告

「地球規模の課題解決への参画」ワーキンググループ

２０１２年６月２６日

社会的責任に関する円卓会議 総会

資料４－１



リオ＋20とは

 2009年12月24日に国連総会が決議64/236を採
択し、リオ＋20の開催が決定

 リオ＋20は2012年6月20日から22日にかけて
リオ・デジャネイロ（ブラジル）で開催
（1992年のリオ地球サミットから20年）

 加盟国からは「可能な最高のレベル」の
リーダーが参加し、持続可能な発展への新
たな政治的コミットメントや、過去の主要
サミットの成果の進捗と残るギャップの評
価、新たに現れた課題への対応などについ
て議論が交わされる
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円卓会議内でのこれまでの経緯

地球規模課題ＷＧの「政策提言」

2012 年に開催される国連持続可能な開発会議
（通称：リオ＋２０）に向け、マルチステーク
ホルダー・プロセスによる「国内準備委員会」
の設置が国連事務局より奨励されていることも
踏まえ、同会議に際し発信する我が国の考えや
取り組みについて、広範な社会層の参加と対話
のもと検討を進める。
「安全・安心で持続可能な未来に向けた協働戦略」平成２３年３
月２３日 p.25 より



リオ＋２０ 国内準備委員会発足

 2011年7月13日 リオ＋20国内準備委員会の設立総会及び
第一回会合開催（以降2012年5月までに7回開催）

 国連の定義による９つのメジャーグループにより構成
女性（2名）

子ども・若者（3名）

先住民（2名）

NGO(11名)

地方自治体（2名）

労働者・労働組合（3名）

企業・産業（7名）

科学技術コミュニティ（10名）

農業者（3名）

 共同議長：小宮山宏（三菱総合研究所 理事長）

崎田裕子（NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長）
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第6回開催の模様



国内準備委員会の活動

一 リオ＋20 に関する各ステークホルダー間の情報共有、意見交換。

二 リオ＋20 に関するワークショップの企画・立案，その他リオ＋
20 への国民の意識の醸成。

三 ワークショップにおける意見をベースにリオ＋20 に関する国内
準備委員会のインプットの作成。

四 リオ＋20 への各ステークホルダーの参加に向けた情報共有

＜2012年5月に以下五、六を追加＞

五 リオ＋20 の日本パビリオンにおけるセミナーの企画・立案、実
施

六 リオ＋20 に関する報告会の実施

七 その他、国内準備委員会が必要と考えること
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第1回ワークショップの様子
（2011年9月1日、200人弱が参加）
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第1回ワークショップの様子
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在日ブラジル大使館の
フェリッペ・ロドリゲス・ゴメス・フェヘイラ
環境・エネルギー部部長が
ブラジル大使からのメッセージを伝える

各ステークホルダーからの
意見表明プレゼンテーション



第1回ワークショップの様子
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各ステークホルダーの主催セッションに
一般参加者が対話をする
ステークホルダーダイアローグセッション

Rio+20　国内準備委員会　意見募集フォーマット

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ その他

女性 子供・若者 先住 民
非 政府組織

（NG O）
地方 自治体

労働者 ・
労働組 合

企業・産業
科学技 術

コミュニティ
農 業者 具体的に記入

番号を記入してください。

具体的に
ご記入ください。

Q１： その場 でのあなたの経験、成果、教訓 はどのようなものですか。

Q3 :そのギャップを埋める方法、どのような主 体が関係す
るか

Q5:R io +20の成果として何を期待するか。そのために何を提案したいか。

Q4：どのような協力メカニズム 、パートナー
シップの合意、実施ツールが必要か。Q2:実施上の ギャ ップ

★ このフォー マット の目的
このフォーマットは、「Rio+20」への意見

を募集し、 日本からの提案をつくり出すこ

とを容易に するため のものです。

皆様の経験・知見を共有し、相互理解
を進め、 前向きな提案をまとめ られるよう

に設計しました。ご 記入、ご協力をお願い

します。

●地球サミ ット から20年、 わた したちはどこにい てなに を目指すのか

9 2 00 02 0 5 10 1 2 14 15 20 5 0

○地球サミット ○ ○

E SDの10 年 リ オ+20 最終年

・ 持続可能な 開発（SD） ●

　 　「京都 議 定書 」有 効 年

・ 双子の条約　　「 気候変動枠組み条約」 　

BD の 10年

「 生物多様性条約」
○

・・ 「 自然と 共生する社会」

COP 10

目 標 年

○

　 　　この 2年 が 重 要
国 連 ミレ ニ アム
         開 発目 標

（MDG' s）

ヨ ハ ネス ブ ル グ サ ミット
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目 標

あなたの
立場は
（9 つ の 主 な主 体 ）

現 状

どんな場で
活動していますか

ギャップ

途上国 先進国
都 市

農 山 漁 村 3.11 被災地

ポ ス ト 20 15 年 目 標

共通の意見募集フォーマットを利用し
インターネットでの意見募集も行われた



第2回ワークショップ

 10月2日の第2回には

136人が参加

 国連インプット案

「持続可能な開発の推進に向けた日本からの
提案ー世界最大規模の震災の経験を踏まえ
た持続可能な21世紀国際社会の構築に向
けた提案（仮）」9月26日版への意見を参加
者からインプット
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シャ・ズカン リオ+20事務局長
からのビデオレター



インプット文書の作成、提出
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開催日程 場所：日本パビリオン

6月14日（木）

第1部 11：30～12：20

 子供・若者

 労働者・労働組合

 科学技術ｺﾐｭﾆﾃｨｰ

第2部 14：30～15：50

 女性

 先住民（メッセージ）

 NPO

 地方自治体

 企業・産業

 農業者

+ 教育

リオ+20国内準備委員会セミナー



内 容 参加者：午前・午後とも40名程度

1. リオ+20国内準備委員会からのイン
プット紹介

2. 各メジャーグループからリオ+20に
対する提案

3. 会場との討論

【テーマ】

東日本大震災を経験して、持続可
能で柔軟性のある地域社会をどう
築いていくか

 社会対話と地域毎の多様性や
文化を尊重し生かしていく事が
重要

リオ+20国内準備委員会セミナー



持続可能な開発会議（リオ+20）
成果文書の概要

1. 総 論

持続可能な開発に向けた政治的コミットメント
を再確認

貧困撲滅は世界が直面する最大の挑戦

持続可能な開発においては人間が中心であ
ることを認識

 20年間の経済成長・多様化等により得られた
機会を捉える必要を認識

持続可能な開発の追求に関与する主体及び
ステークホルダーの多様化を認識

国連総会における人間の安全保障の議論に
留意

国連に対し、GDPを補完する指標に関する作
業計画の立ち上げを要請

3. 制度的枠組み

 持続可能な開発委員会（CSD）に代わり、経
済、社会、環境分野における主要な組織とし
て経済社会理事会（ECOSOC）を強化

 国連環境計画（UNEP）強化・格上げ
普遍的メンバーシップ、資金強化、国連
フォーラム内での調整能力を強化

2. グリーン経済

 異なるアプローチを確認し、持続可能な開発
を達成するうえでグリーン経済は重要なツー
ルと認識

 グリーン経済の実施がそれを追求する国によ
る共通の取り組みと認識

 グリーン経済のツールボックス及びベスト・プ
ラクティスを各国と共有

 技術・イノベーションの重要性を確認



6. 実施手段

【資金】国連総会のもとに政府間プロセスを立ち上
げ、「持続可能な開発ファイナンシング戦
略」に関する報告書を作成。
2014年までに政府間委員会による作業を終
え、報告書を国連総会において検討する。

【技術】関連する国連機関に対し、環境に配慮した
技術の開発、移転等を促進するメカニズム
の選択肢を特定するよう要請する

持続可能な開発会議（リオ+20）
成果文書の概要

5. 持続可能な開発目標（SDGｓ）

 政府間交渉プロセスを立ち上げと、2015年
以降の国連開発アジェンダに整合的なも
のとして統合すべきことに合意

4. 行動的枠組みとフォローアップ

 食料、水、エネルギー、海洋、気候変動、
生物多様性、教育を始めとする26の分野
別の取り組みについて合意

 持続可能な都市については、３Rｓ
（Reduce,Reuse,Recycle）、防災、資源効率
性など経済、社会、環境の面で価値を有す
る都市づくりの重要性に合意

 防災については、兵庫行動枠組みの重要
性、防災政策の主流化、すべての関係者
が連携することの重要性等に合意


